
膏 2 0 2 1年 (令和 3年 ) 8月 2 5日 (水 曜 日) 単■田田■  6

「祝
賀
資
本
主
義
」に
Ｎ
Ｏ
を

中
島

岳
志

東
京
五
輪
が
終
わ

っ
た
。
祭
り
の

後
に
は
、
大
き
な
負
債
が
残
さ
れ
、

国
民
は
税
金
の
支
払
い
に
よ

っ
て
、

そ
の
ツ
ケ
を
払

っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。　
一
方

で
、
人
流
抑
制
と

逆

行

す

る

形

で
開

催

さ

れ

た

こ
と

で
、

コ
ロ
ナ
の
拡
大
に
歯
止
め
が
利

か
な
く
な

っ
た
。
お
祭
り
騒
ぎ
の
代

償
は
、
あ
ま
り
に
も
大
き

い
。

元
オ
リ

ン
ピ

ツ
ク
選
手
の
ジ

ュ
ー

ル
ズ

・
ポ
イ

コ
フ
は
、

『
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
秘
史
　
１
２
０
年
の
覇
権
と
利

権
』

（
２
０
１
８
年
、
早
川
書
房
）

や

『
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
　
反
対
す
る
側

の

論

理
』

（
２

０

２

１

年
、
作

品

社
）
な
ど

一
連
の
著
作
で
、

「
祝
賀

資
本
主
義
」

（セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
）
と
い
う
概
念

を
提
示
す
る
。
こ
れ
は
祝
賀
的
な
イ

ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
公
的
な
助
成
が
大

々
的
に
行
わ
れ
、　
一
部
の
民
間
企
業

が
利
益
を
得
る
と
い
う
仕
組
み
を
意

味
す
る
。

ボ
イ
コ
フ
は
ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン

の

『シ
ョ
ツ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
　
惨

事
便
乗
型
資
本
主
義
の
正
体
を
暴

く
』

（２
０
１
１
年
、
岩
波
書
店
）

か
ら
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
。

五
輪
に
お
い
て
は
、

「祝
賀
」
と

い
う

「例
外
状
態
」
に
便
乗
し
、
通

常
で
は
あ
り
え
な
い
よ
う
な
決
定
プ

ロ
セ
ス
で
膨
大
な
公
的
資
金
が
投
入

さ
れ
る
。
国
民
も

「祝
賀
」
ム
ー
ド

に
熱
狂
し
、
丁
流
選
手
の
全
カ
プ
レ

イ
に
感
動
す
る
こ
と
で
、
厳
し
い
追

及
を
放
棄
す
る
。
そ
し
て
、
大
き
な

ツ
ケ
を
税
の
支
払
い
に
よ
っ
て
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
オ
リ

ン
ピ
ツ
ク
成
功
の
た
め
に
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
が
強
化
さ
れ
、
関
連
産
業
が

一こ
の
よ
う
な
勝
狩
組
に
な
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
資
本
主
義
の
あ
り
方

は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
勝
利
至
上
主
義
へ

と
導
く
。
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
サ
ッ

カ
ー
南
ア
フ
リ
カ
代
表
に
対
し
て
、

自
分
た
ち
に
は

「得
で
し
か
な
い
」

と
発
言
し
た
日
本
人
選
手
が
い
た

が
、
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り

方
は

「勝
て
ば
何
を
し
て
も
い
い
と

い
う
資
本
主
義
の
競
争
型
社
会
と
相

性
が
い
い
」
。．

ス
ポ
ー
ツ
は
本
来
、

「対
話
、
協

主
義
」
に
乗

っ
取
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
状
況
に
平
尾
は
異
議
申
し
立
て
を

行
い
、

「
五
輪
そ
の
も
の
の
廃
止
」

を
訴
え
る
。

平
尾
は

「
ア
ス
リ
ー
ト
は
気
持
ち

を
言
葉
に
す

べ
き
」

（
『
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ

ｄ

ｏ
ｔ
』

８

月

西

日
配

信
）

の
中

で
、

「
『
ス
ポ

ー

ツ

ウ

オ

ツ
シ

ン

グ
』

（
政
府
や
権
力
者
な
ど
が
自
分

た
ち
に
不
都
合
な
こ
と
を
ス
ポ
ー
ツ

の
喧
騒
で
洗
い
流
す

こ
と
）
」
に
加

担
す
る
メ
デ

ィ
ア
に

「
憤
り
を
感
じ

ま
す
」
と
述

べ
る
。
そ
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
関
係
者
か
ら
五
輪
の
あ
り
方

へ

異
論
の
声
が
上
が
ら
な
い
こ
と
に
警

告
を
発
す
る
。

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
は
、
パ

フ
オ
ー

マ
ン
ス
が
仕
事

で
あ

っ
て
、
そ
れ
以

外
は

「
余
計
な
こ
と
」
だ
と
い
う
価

値
観
の
中
で
育

っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
意
見
を
述

べ
る
こ
と
に
慣
れ
て

い
な
い
。
し
か
も
、
ス
ポ
ー
ツ
界
そ

の
も
の
が
、
主
張
す
る
こ
と
を
良
し

と
し
な
い
空
気
を
醸
成
し
て
い
る
。

こ
れ
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
訴
え
る
。

現
在
の
五
輪
に
問
題
が
あ
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
本
来
の
ス
ポ
ー
ツ

の
意
義
を
破
損
さ
せ
る
祝
祭

に
、
何

の
意
味
が
あ
る
の
か
。
東
京
五
輪
の

負
の
遺
産
を
し

っ
か
り
と
分
析
し
、

代
替
案
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
意
味
で
、
東
京
五
輪
は
ま

だ
終
わ

っ
て
い
な
い
。

（
な
か
じ
ま

。
た
け
し

＝
東
京
工

業
大
教
授
）

「
惨
事
便
乗
型
資
本
主
義
」
と
は
、

災
害
や
戦
争
な
ど
が
起
き
た
時
に
、

「
惨
事
」
に
便
乗
す
る
形
で
既
存
の

制
度
が
解
体
さ
れ
、
新
自
由
主
義
的

な
政

策

が

実

行

さ

れ

る

こ
と

で
あ

る
。
ボ

イ

コ
フ
は

「
祝

賀

資

本

主

義
」
も
そ
の
派
生
形
態
で
あ
る
と
論

じ
る
。

成
長
す
る
。

経
済
思
想
家
の
斎
藤
幸
平
は

「東

京
五
輪
失
敗
の
根
本
原
因
は
コ
ロ
ナ

で
は
な
い
」

（
『Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
ｄ
も

ｔ
』
８
月
８
日
配
信
）
の
中
で
、
ボ

イ
コ
フ
の
議
論
を
援
用
し
、
東
京
五

輪
は
ま
さ
に

「祝
賀
資
本
主
義
」
だ

と
論
じ
る
。
国
民
は
膨
大
な
負
担
を

強
い
ら
れ
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
感
染
爆

発
で
自
宅
待
機
を
強
い
ら
れ
る
一
方

で
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
幹
部
や
一
部
企
業
の

特
権
層
が
利
益
を
独
占
す
る
。

調
性
、
他
者
の
尊
重
な
ど
を
学
び
、

発
展
さ
せ
て
い
く
機
会
を
与
え
て
く

れ
る
真
剣
な

『
遊
び
』
」
で
あ
り
、

共
有
財
産
と
し
て
の

「
コ
モ
ン
」
で

あ
る
。
こ
の
価
値
を
破
壊
し
て
い
る

の
が

「
祝
賀
資
本
主
義
」
に
乗

っ
取

ら
れ
た
五
輪
の
あ
り
方
で
あ
る
。

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
と
し
て
活
躍

し
、
現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
者
と

し
て
活
動
す
る
平
尾
剛
は
、
五
輪
期

間

中

の
７

月

３‐

日

の

ツ
イ

ー

ト

で

「
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
ス
ポ
ー
ツ
に

費
や
し
て
き
た
過
去
が
無
意
味
に
思

え
る
ほ
ど
や
る
せ
な
い
」
と
吐
露
し

て
い
る
。
平
尾
に
と

っ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
人
間
形
成

そ
の
も
の
で
あ
り
、
勝
利
至
上
主
義

と
は
根
本
的
に
相
容
れ
な
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
五
輪
は
ス
ポ
ー
ツ
の

持

つ
意
味
を
解
体
し
、

「
祝
賀
資
本


